



実習に対して､ 100％中 ( ) ％の意欲がある｡｣ ｢発音の実習に対して 100％中 ( ) ％の意欲がある｡｣
の空欄に数字を記入する形式にした結果､ 英会話は 66.5％､ 発音は 59.7％の平均値で ｢実施したい｣
意欲があるということが判明した｡ この後､ 実際に発音指導を一度行った後でターゲット音を評価基
準とした発音に特化した英会話課題をグループ単位で数回実施した後､ 意欲の％のみ再びアンケー
ト調査を行った｡ その結果英会話は 73.8％に､ 発音は 68.6％にと､ どちらも数値が上昇した｡ 該当
項目である英会話と発音法の学習意欲が英会話課題によって高まったと換言できるだろう｡
2 . 従来型の発音法授業の効能への疑問
The Cathy Project という名前の発音に特化した英会話課題を始めるきっかけとなったのは､ 英文
学科で Pronunciation のクラスを担当したことによる｡ その講義は専任教員のシラバスに従って統
一のテキスト・実技テスト・中間・期末試験を実施し､ 統一評価基準で成績を出す形式であった｡ シ
ラバスのチャプターに沿えば､ 具体的な指導方法は自由裁量に任されてはいたが､ 最終実技テストの
課題が ｢マイフェアレディ｣ のイライザの独白シーンを読ませて採点することであった｡ そのシーン





単語､ 短文といった基本的な step by step の練習は行うが､ 自発話の中で学んだ発音を使えるよう
になったのかを問うには時間の制約から不充分に終わり､ 非常に忸怩たる思いをした｡ 贅沢にも通年
に渡って英語の発音法のみを学べるのに､ 習った事柄を carry over する機会を与えられなかった｡
この経験から､ 自発話で ｢学んだ発音｣ を使うタスクが必要であるとの考えに至り､ 以来 The Cathy
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The Cathy Project
－Pragmatic Method of Teaching English Pronunciation－
(1) 予備調査
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Project という課題を行っている｡
3 . The Cathy Project とは




これは､ 4～6 人単位のグループ課題である｡ 教員が来日したての留学生で､ 初めてキャンパス内
で出会ったという設定でグループと会話し､ その流れで自動販売機まで行き､ Cathy (留学生/教員)
が ｢日本式自販機｣ の使い方をグループメンバーに教わりながら無事飲み物を買い､ 蓋を開けて (こ
れも英語で指示を受ける) 飲むことができたらmission complete で合格である｡
課題のルール
この課題のルールは 1) 沈黙禁止 2) 日本語禁止 (｢えっ｣ ｢あっ｣ も禁止) 3) グループ全員が
必ず話すこと 4) ターゲット音 th は舌を 5mm出すことの 4つのみである｡ この 4つのルールに反
する場合は即時実技の中断となる｡
実施方法
学生にはルール以外に詳しくは説明をしない｡ 実技中の trial & error を通してグループ内で問題
を解決させる｡ 会話中に不適切な文法・行動・内容が含まれた場合には､ ｢文法エラー｣ ｢状況エラー｣













初めは､ ためらうと ｢沈黙｣ 終了になる・th の舌が出ないなどが主な原因で､ 数秒単位内での終
了が続く｡ 結果 10 分の間に 10 回ほど機会が回ってくるので､ グループで話し合う暇はない｡ 頭を使
う (これが沈黙につながる) より､ 反射にまかせて何度も繰り返すことになる｡ 途中から､ グループ
内で間違いに気づいたら "I mean", "He means", "She means" を使って訂正することで終了から逃
れることができるルールを追加する｡ これによってグループはメンバーを積極的にモニターすること
を学ぶ｡ ある程度連続して実践したら､ 数分各グループで練習する時間を与える｡ これを繰り返す｡




最初は何が何だか分からず､ 沈黙や th で終了させられることが延々と続くので､ 学生の言葉によ
ると ｢心が折れる｣ ｢鬼畜だ｣ ｢無理｣ などネガティブな反応が多い｡ しかし､ グループ単位の行動な
ので連体感も強くなり､ だんだんとゲームとして楽しむようになる｡
アンケート自由記述の感想によると ｢この授業の前はちょっとやりたくないなって思ってしまった












ルの高さ､ 人前で失敗する怖さ､ 恥をかきたくない気持ちが軽減されていくようである｡ 数年前のク
ラスでは Cathy が ｢ラスボス｣ と呼ばれていたことからも､ グループで一丸となってラスボスを倒
すことを目標にしているゲームと認識されていることが分った｡
The Cathy Project で使用するターゲット音
この課題の主要目的は英会話を行うことではなく､ ターゲットの音の自発話での使用と構音の正確
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さの定着にある｡ たとえ発音法で全ての音素の指示を入れていても､ この課題で狙うのは 1つにすべ
きであろう｡ 学生・教員ともに 1つに集中したほうが負担にならずメリットは大きい｡ 期間を決めて
ターゲット音を変更することも可能である｡ 実際学生側から､ 次回は違う音でも試したいとの意見が
出ることもある｡
筆者が th// // のみをターゲット音に使用する理由は､ 1) 日本語にない音であること､ 2) 視
覚的チェックが学生にも容易であること､ 3) 冠詞・代名詞などにも含まれて使用頻度が高いこと､
4) 誰もが必ず使う感謝の言葉 "Thank you" に含まれる音であることなどが挙げられる｡
// //は､ 舌を噛まないなどの意見もあるが､ この課題では敢えて 5 mm出すということをルー
ルに含むことで､ 大げさに // // の構音を取らせることを狙っている｡ natural speed の自発話に
なれば､ いちいち舌を噛んで舌先が見えるようなことは少なくなる｡ が､ それは慣れてからの自然な
流れであって､ 指導現場でそれを容認するのは避けた方が良いとの判断である｡ 学生には前以てその
旨伝えておくことことで学生の学習上の情報混乱は避ける｡ 感謝を表す ｢ありがとう｣ を丁寧にいう
場面は､ アカデミー賞授賞式の映像などに多く見られる｡ ほとんどは口元をよく見ると舌が出ている｡
そこで､ 課題の途中で学生が精神的に煮詰まってきた場合には､ 授賞式のシーンをYouTube などで
見せると説得力があり､ 学生に新たなmotivation が生まれ､ 上達につながる｡ 加えて､ 人に礼をい
うときに正しい音で言わなければせっかくの感謝の気持ちが半減して伝わることになるという話も
pep talk として入れると有用である｡ この課題の名前 The Cathy Project の Cathy にも th が入っ
ているので､ 学生は名前を呼ぶごとに th の練習になる仕組みになっている｡
4 . アンケート調査
調査目的
学生がこの The Cathy Project を通して発音練習をすることで､ どう上達するのかを調査する前
段階の予備調査として､ 今回学生に自由記述方式のアンケートを実施した｡
調査方法
非英語専攻大学一年生 32 名に､ 英会話と発音に関する記述式のアンケートを行った｡
質問項目は以下の通り：
1 . 英語で話すことは ｡
2 . なぜなら ｡
3 . 英語の発音は ｡
4 . なぜなら ｡
5 . 英会話の実習に対して､ 100％中 ( ) ％の意欲がある｡
6 . 発音の実習に対して 100％中 ( ) ％の意欲がある｡
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数回のThe Cathy Project 実施後に再度アンケートで､ 上記の問 5.6.の％設問と課題をやってみた
感想を記述させた｡
調査結果
問 5.の ｢英会話の実習に対して､ 100％中 ( ) ％の意欲がある｡｣ と問 6.の ｢発音の実習に対して
100％中 ( ) ％の意欲がある｡｣ の回答は､ 英会話が平均 66.5％ (最高 100％ 5 名､ 最低 20％ 1 名)
で発音は平均 59.7％ (最高 100％ 4 名､ 最低 0％ 1 名)であった｡ 実習後のアンケートでは､ 英会話
が 73.8％ (最高 100％ 5 名､ 最低 10％ 1名)で発音が平均 68.6％ (最高 100％ 6 名､ 最低 10％ 1名)
と､ どちらも値が上昇した｡
考察
The Cathy Project を数回実施した前と後では､ 学生の英会話と発音の実習に対する意欲に正の上
昇がみられた｡ Project 前のオープンエンド形式の質問の回答では半数強の学生が英会話に対して否





大学一年生に､ 簡単な発音指導を行ったのちに､ The Cathy Project という発音に特化した英会話







練習に意欲を持つことができるかのみを調べた｡ 概ね意欲の上昇が示されたので､ 次回は､ 学生の発
音にどのくらいの上達がみられるかを調査することにしたい｡
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表 1. アンケート回答 質問 1


















表 2. アンケート回答 質問 2


























表 3. アンケート回答 質問 3













表 4. アンケート回答 質問 4




使わないような発音や l と r のように微妙に異なる発音があるから・口の形を意識
しないといけないから・舌の位置､ アクセントの意識が難しいから
13
発音が大切だから違う発音では伝わらないから・相手にきちんと伝わらないから・
発音が悪いと聞き取られず意味がないから・発音が違うだけで単語が違ったり逆に
相手を不機嫌にさせてしまうからである｡ 実際にハロウィンのことで殺されたケー
スがあるらしいから・違う単語に間違われるから・国によっては発音を気にするか
ら相手に正確に伝えたいから
6
違いがよくわからないから・区別がつかないから・聴き取りもアなのかオなのかわ
からないから・合っているかわからないから
4
英語を話す機会がないから・文化の違いもあるが話す回数が日本語より圧倒的に少
ないから
3
やっていなかったから・詳しく習ったことがなかったから 2
発音に慣れていないから 1
スペルが似ていても違う発音でおもしろいから 1
音として聞いていて気持ちがよいから 1
より言葉を学んでいる気がするから 1
英会話教室に通っていたから少し英語慣れしていたから 1
複数回答あり 合計 33
